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令和５年８月28日(月) 

午後２時00分～午後３時34分 

黒部市役所203会議室 

 

教 育 長 中  義文 

教育委員 浅野 詠子 

教育委員 濱田  賢 

教育委員 吉澤 浩司 

教育部長                 藤田 信幸 

学校教育課長・学校給食センター所長    小倉 信宏 

生涯学習文化課長             牧野 恵美 

スポーツ課長               上島 晴香 

図書館長                 寺林 佳子 

学校教育班長               庭田 順子 

こども支援課長              浦田 武治 

学校教育課主幹              櫻田 宜久 

生涯学習文化課主幹            佐々木みのり 

スポーツ課主幹              森田 剛史 

学校給食センター主幹           松平真由美 

学校教育課長補佐             尾崎俊太郎 

 

なし 

 

（会議冒頭「市民憲章」朗唱） 

 

只今から、黒部市教育委員会８月定例会を開会します。「議事録の署名について」は、

私が署名します。次に､「７月定例会の議事録」について、訂正･質問等がありましたら

お願いします。 

 

４ページの14歳の挑戦のところで「経験させてあげられれば思います」とありますが、

つながらないので「経験させてあげられればと思います」と、「と」を入れたらいいか

と思います。 

 

そのほかよろしいでしょうか。 

 

（質問等なし） 

 

それでは、今ほどご指摘ありました４ページの１か所、「と」を入れることで訂正し

ます。 

 次に教育長報告をいたします。 

 

１ 所管事業の状況報告について（行事等） 

(1) ８月５日(土) 伝統芸能創生第２回黒部踊り街流し（三日市地区） 

(2) ８月21日(月) 英語サマーキャンプ（～23日(水)）（あこや～の） 

(3) ８月25日(金) 大相撲黒部場所（総合体育センター） 

 

２ 出席した会議等の概要報告について 

(1) ８月４日(金) 第40回カーター記念黒部名水マラソン第３回実行委員会（市民会館） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ８月７日(月) 令和６年度富山県教育行政に対する要望事項策定委員会（富山市） 

(3) ８月８日(火) 第76回富山県民体育大会黒部市選手団報告会（市役所） 

(4) ８月17日(木) 富山県立桜井高等学校教育振興会総会（桜井高等学校） 

 

３ 所管事務に関する問題・情報等について（児童・生徒の安全･安心に関すること） 

〔前回会議以降、今回会議までの間〕 

(1) 児童・生徒の交通事故等（０件） 

(2) 学校事故等（９件） 

(3) 不審者情報等（３件） 

(4) 鳥獣出没情報（３件） 

 

４ いじめの認知件数及び指導の経過（７月報告分） 

①小学校（新規認知件数１、指導中10、解消２） 

②中学校（新規認知件数３、指導中５、解消０） 

 

５ 不登校児童生徒数（７月報告分） 

小学校12人/中学校25人/計37人 

 

６ 令和５年度在籍児童・生徒・園児数（令和５年８月１日現在） 

①小学校 児童数1,871人（前月比 １人減） 

②中学校 生徒数1,068人（前月比 増減なし） 

③幼稚園 園児数00 25人（前月比 １人減） 

 

７ 感染症関連情報 

 学級閉鎖等なし 

 

教育長 

 

委員 

 

教育長 

 

 

 

教育部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

以上、教育長報告としますが、確認、質問等がありましたらお願いします。 

 

（質問等なし） 

 

それでは、次に「５ 報告」に移ります。 

はじめに「報告第１号 令和５年度一般会計９月補正予算案（教育委員会関係）の概

要について」報告願います。 

 

令和５年度一般会計９月補正予算案の概要について申し上げます。中学校教材備品等

整備事業は、20万円を追加しようとするものであります。黒部中央ロータリークラブ様

から、中学校図書の充実を目的に、10万円の寄附をいただきましたので、それを財源と

して、一旦教育文化振興基金に積み立て、そこから基金繰入を行い、さらにそれを財源

として、両中学校に図書を購入しようとするものであります。実際の寄附額、図書購入

額は10万円でありますけれども、歳入歳出を２回行いますので、補正額は20万円となっ

ております。次に２番目、地域スポーツ振興事業は、2,541万8,000円を追加しようとす

るものであります。黒部アクアフェアリーズに対する支援として、６つの事業所から

1,270万9,000円のご寄附がありましたので、それを財源として一旦教育文化振興基金に

積み立てて、そこから基金繰入を行い、さらにそれを財源として、黒部アクアフェアリ

ーズに優秀スポーツクラブ育成補助金を交付しようとするものであります。実際の金

額、補助金額は1,270万9,000円ですが、歳入歳出を２回行いますので、補正額が2,541

万8,000円となっております。説明は以上です。 

 

委員の皆様確認事項等ありましたらお願いいたします。 

 



委員 
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教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

 

 

（質問等なし） 

 

よろしいでしょうか。それでは次に「報告第２号 令和５年度教育委員会事務の点検

評価（令和４年度事業分）の諮問について」報告願います。 

 

「報告第２号 令和５年度教育委員会事務の点検・評価（令和４年度事業分）につい

て」申し上げます。法律に基づく教育委員会事務の点検・評価は、今年度は対象事業が

57件です。各課の件数、事務局における自己評価の評価案別の件数及び分野別の内訳は

記載の通りでありまして、このような形で、教育振興協議会に諮問をしようとするもの

であります。別冊の資料１には点検・評価の実施方針、教育委員会の運営状況、令和４

年度の教育の方針、点検・評価の内容が記載されております。これらにつきましては事

務局における自己評価の案でありますので、外部委員により、客観的な視点から審査し

ていただく必要がありますので、教育振興協議会において、審議審査していただくとい

うことになります。第１回目の教育振興協議会の会合が本日６時半からありまして、９

月に第２回目の審査を経て、教育委員会に答申がなされ、９月の定例教育委員会で決定

していただくこととしております。説明は以上です。 

 

膨大な資料ですが、今ほど部長からも説明ありました、このスケジュールに間に合う

ように今後ご意見等あったら、また言っていただければと思います。本日、教育振興協

議会の委員の方々に諮問したいと思います。９月４日には、教育振興協議会から逆に、

教育委員会へ答申が来ます。それをもとに、教育委員の皆様には９月26日の教育委員会

９月定例会で正式に決定するという流れであります。したがって、今、ここは明らかに

変更した方がいいというものがあれば、今、言っていただければ本日の教育振興協議会

で、ご意見があったことはお伝えすることができます。そのあとは、９月４日の答申を

いただいたら、さらに教育委員の皆様に、変更内容等が分かるように色分けした資料を

お渡しし、検討を行っていただき、最終的には26日に決定したいと思います。その後は、

12月市議会で報告し、公表することになります。よろしいでしょうか。一度に全部とい

うわけにはいきませんが、例えば「（１）親子での体験事業(親子自然体験教室)」を見

ていただくと、一番上に「方針・目標」があります。こういうことを目標に、取り組ん

できましたということです。令和４年度の事業の分でありますので、令和３年度と比較

してどうだったかというと、事業費について、まず令和３年度と比較して令和４年度は

減ってます。そして、点検・評価でありますが、総合評価Ａとなっております。委員の

皆様が確認されるとき、前年の評価よりも下がったもの、あるいは前年の評価より良く

なったもの、それはなぜかという視点で見ていかれるというのもあるかと思います。今

の時点で皆さんにご説明したわけですが、何か感じておられることだとか、あるいは、

明らかに直した方がいいとかありましたら、今日の教育振興協議会には生かせると思い

ますので、委員の皆さんいかがでしょうか。 

 

見ましたところ図書の事業「（１）学校司書配置事業」と「（５）図書団体貸出事業」

は評価が下がっています。このうち「（１）学校司書配置事業」は予算があれば、これ

がＡになるということですか。 

 

今、良い指摘していただきました。予算ついたら充実してＡになるかというと、必ず

しもそうでもなく、やっている活動自体がどうだったかという視点も入ってきます。こ

の事業は学校教育課の会計年度任用職員の配置ですね。 

 

11校ありますので11人必要なところですが、今は７人ということで、中学校以外の小

学校の方で、桜井小学校以外は、１人の方が２校兼務しておられ、各学校に１人の方を

配置して、運営してるわけではないというところが、ここに表れています。 
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委員 

予算もありますが、配置される人数はどうなのか、それと、そのほかでは、学校司書

は今までのような業務のほかに、パソコンを使用したバーコード管理など、いろいろな

ものが入ってきているところです。それから「（５）図書団体貸出事業」もＡからＢに

なっております。委員は、ここに予算をもっと充実させれば、Ａになるし子供たちの読

書活動が豊かになるということでしょうか。 

 

評価はこのままでいいのではないかと思います。 

 

この評価をもとに、予算を充実させれば良いということですね。図書館長、今度、図

書を愛する会が40周年を迎え、イベントがありますね。図書を愛する会は、まさに本を

読んで欲しいという思いで、いろいろ活動を進めておられますね。 

 

今度アナウンサーの方々に来ていただいて講演会することになっております。 

 

このＢという評価を、図書を愛する会の人はどう思われるかと思いまして。 

 

評価については、団体貸出等について記載してありまして、利用団体数は増加してい

ますが、例えば小中学校の教科書に紹介された本の貸出実績が、なかなか増えず、数字

だけを見ていくと伸び悩んでおり、評価はＢにしております。 

 

限られた事業費の中で、何ができるかということは難しいですが、今度、あおーよに

入ったら、たくさんの人に利用していただけるように対応してるところですね。でも、

あおーよ図書館が反映されるのはまだですね。来年度は一部だけで、全て反映されるの

は再来年になります。自動貸出など実施したから成果が出たという実績が全て反映され

るのは２年後ですね。 

 

そうです。 

 

であれば、今、委員のご指摘のことを生かすならば、何かのお便りとか周知のところ

で、こういう点で伸びていますとか、増えてますとか、そういうことも必要なのかと思

います。良くなったものも幾つかありますか。 

 

コロナ禍で実施できなかったものが、工夫を凝らして実施したとか、全くゼロだった

ものが実施できたということで評価が上がったものがあります。 

 

今の時点で、何かこの点検・評価について、ご意見等あればお願いします。 

 

今ほどの「（５）図書団体貸出事業」の数字だけを見ると別に悪くなったわけではな

いし、もう少し言えば、児童生徒の数がどんどん減っているわけですよね。それに対し

て、増えているということは、より良くなるということかなという風にも思います。数

字の比較の仕方というか、母数が違うと、貸出の数も変わってくる可能性があるので、

児童生徒数に対して一人当たりどのぐらい貸出になっていたのかという評価の仕方を

していかないと本当の実態がつかみづらいのではないかなと、そんな風に見受けれたの

ですが。あくまでも意見です。 

 

そういう見方もありますね。児童生徒数はどんどん減っているのに、１人当たり借り

る冊数は今までよりも増えいても、それ以上に児童生徒数が減っていたら、全体総数は

減っていきますよね。そういう見方をすると他のところでもそういうことあるかもしれ

ません。ほかの委員は、何かお気づきのこととか、よろしいですか。 

 

評価は、大体、肌感で決めるところですか。まあまあだったらＢとか。 
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肌感なのか全体の何割とか、前年度より何％上昇したとか何かそういう決まり事はあ

りますか。 

 

資料の最初のページの方にありますが、ＡＡからＤまでで、例えば目標を十分に達成

して期待以上の成果が得られたという認識があれば、ＡＡになります。ただ、やはり担

当者の主観的な部分もあって、コロナ禍だから本当に駄目だったのかと言われても、事

務的な努力もした中で、どうしても読み切れない部分について、できなかったからＢや

Ｃが適切なのかっていうこともあります。また、一生懸命取り組みましたが、結果とし

て、なかなか数字が上がらなかったものについてＡなのかＣなのかということもありま

す。そういった評価の仕方で、違ってくる部分があります。そういったことは、このた

び教育振興協議会に諮問して各委員さんからのご意見を聞いた上で最終的な評価を提

示したいということです。 

 

決して肌感がいけないとは思いません。ある現状を把握するためにはやはり主観もあ

る程度入っていいかなと思うし、今現状こうだというのがわかれば前に進めるのかなと

思います。 

 

ありがとうございます。資料に評価基準の目安があります。今、学校教育課長が説明

した通りですが、目標が低く設定して達成できたから、ＡＡというのはおかしいだろう

し、目標を高くと評価して、Ｄというのも本当にいいのかと思います。でも、ここに実

は先ほど少し言った費用対効果を考えたときにどうなのかということもあります。ある

程度、予算をつけて実施している事業と、全く予算がゼロという事業もあります。です

から費用対効果のこととか、そういうことも含めて、いろいろな方向から委員の皆さん

が審議して、「ＢになっているがやはりＡで良い」とか、逆に「ＡがついているけどＢ

ではないか」とか、そういった議論がされて、答申されてくると思います。それを受け

て、また教育委員の皆さんとお話できる機会が９月定例会でありますので、そういう流

れで取り組んでいきたいと思います。なお、９月定例会までの間、あるいは、答申され

たものを皆さんにお配りする前でも、何か気がついたことあれば、教育委員会事務局の

方に言っていただければ、できるものは対応したいと思います。 

それでは次に「報告第３号 課等の事業報告（経過・予定）について」報告願います。 

 

〔経過事業〕 

○８月３日 新規ＡＬＴ辞令交付式（ボイエ・ナサニエルさん） 

○８月５日 第28回学校茶道合同茶会 

○８月７日 令和６年度富山県教育行政に対する要望事項策定委員会 

○８月10日 新規ＡＬＴ辞令交付式（アレキサンダー・タラさん） 

○８月11日 富山県立桜井高等学校同窓会総会 

○８月17日 富山県立桜井高等学校教育振興会総会 

○８月21日 英語サマーキャンプ（～23日）  

○８月22日 通学路合同点検 

○８月28日 教育委員会８月定例会 

 

〔予定事業〕 

○８月28日 第56回黒部市教育振興協議会 

○８月30日 コミュニティ・スクールに関する研修 

○９月１日 小中学校第２学期始業式 

○９月４日 第57回黒部市教育振興協議会 

○９月５日 黒部市議会９月定例会（～28日） 

○９月９日 中学校体育大会 

○９月16日 小学校運動会 
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こども支援課長 

 

 

 

 

○９月22日 ふるさとキャリア教育講演（以降、年度末まで各校で実施） 

○９月25日 社会に学ぶ「14歳の挑戦」（～29日） 

○９月26日 教育委員会９月定例会 

 

 〔経過事業〕 

○７月29日 第２回歴史講座「黒部の鉄道史～宇奈月温泉に電車が走って100年～」 

○７月30日 中陣のニブ流し 

○８月５日 伝統芸能創生第2回黒部踊り街流し 

○   〃     尾山の七夕流し 

○８月19日 第３回歴史講座『映画「黒部の太陽」-撮影秘話-』 

 

〔予定事業〕 

○９月16日 湯の街ふれあい音楽祭モーツァルト＠宇奈月（～17日） 

○９月29日 アーティストinくろべ青年交流事業 

 

〔経過事業〕 

○８月４日 第40回カーター記念黒部名水マラソン第３回実行委員会 

○８月８日 第76回富山県民体育大会黒部市選手団報告会 

○８月25日 大相撲黒部場所 

 

〔予定事業〕 

○９月２日 インドカップ in KUROBEアーチェリー大会(～３日） 

 

〔経過事業〕 

○８月４日 「ふしぎがいっぱい科学の絵本」展（～30日） 

○８月８日 「みんなでキャンプ、ひとりでキャンプ」（～９月30日） 

○８月20日 夏休み上映会「すみっコぐらし」 

 

〔予定事業〕 

○９月１日 「ふるさと新川の山～秋山･初冬編～」（～12月27日） 

○９月６日 「まんぷく絵本」展（～30日） 

 

〔経過事業〕 

○７月31日 給食施設における衛生管理講習会（㈱東洋食品） 

○８月１日 学校給食調理技術講習会 

○   〃     学校給食食育研修会 

○８月２日 給食施設における衛生管理講習会 

○８月25日 貫流ボイラー更新工事終了 

 

〔予定事業〕 

○９月１日 第２学期学校給食開始 

○   〃     インド給食 

○９月26日 社会に学ぶ「14歳の挑戦」受入（～28日） 

○９月28日 黒部地場産学校給食の日(第２回） 

○８月７日 栄養教諭等研修会 

 

〔経過事業〕 

○７月28日 ひよこクラブ（未入園児子育てサロン） 

 

〔予定事業〕 

○８月31日 登園日（全児） 
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○９月１日 ２学期始業式 

○９月23日 児童クラブ大会 

○９月30日 なかよし運動会 

 

今ほどは、それぞれ課等からの報告ありましたが、委員の皆様から出席要件のことだ

とか、詳しく説明を求めたいことだとかあればお願いします。学校教育課の方で確認で

すが、９月９日、16日に中学校体育大会と小学校運動会があり出席要請ということにな

っております。各学校から校区に住んでおられる教育委員の皆様に、招待状が届いてい

るということで説明しましたが、届いておりますでしょうか。 

 

確認します。 

 

それで中学校は２校ですから、委員２人ずつそれぞれの校区の学校に行かれることに

なるかと思います。コロナ禍前は、教育委員の皆さんと一緒に全部の学校を回ったりし

たこともあったのですが、それぞれが自分の校区のところへ行くということで、時間は

お任せします。開会式に間に合わなければならないとか、そういうこともありません。 

 

明日、校長会がありますのでそちらでも確認します。 

 

それから９月25日から29日の「社会に学ぶ14歳の挑戦」での別添資料をご覧ください。

清明、明峰それぞれ中学生が訪問する事業所があります。生徒がどんな業務をするか、

バックヤードで何か荷物を整理してるのかわかりませんが、見かけたらこの期間、中学

生が行っているのだと思っていただければと思います。保育所もコロナが５類になった

ということで、受けてくださっております。大変ありがたいことだと思っております。

飲食店等も中学生が入っておりますので、昼食で行かれたりしたら、声は掛けられませ

んが、がんばっている姿を見ていただいたらいいのかなと思います。14歳の挑戦がいよ

いよ実施ということになっておりますが、この５日間のうち３日間を、実際に職場体験

し、２日間はまとめたり、学校でいろいろ話を聞いたりとか、いわゆるキャリア教育に

繋がっているようなそういうことを実施するということであります。生涯学習文化課の

予定事業で、10月１日までアーティストin黒部の交流事業があります。中学校へ行って

ミニコンサートやるとか、あるいは吹奏楽に指導するようとか、希望者は、日曜日にセ

レネで、一緒に芸大生のコンサートにコラボで出演するとか。そういったコラボで出演

するという資料もお配りしといた方が良いかと思います。もし行かれるのであれば、今

のうち、それ見て、日程調整していただければと思います。後ほど配付してください。

スポーツ課の経過事業について、鶏野神社の奉納相撲や名水わんぱく相撲で大相撲黒部

場所の招待券をお渡ししていますね。 

 

お盆に鶏野神社で相撲奉納があったとき、参加した子供たちには招待券をお渡ししま

した。名水わんぱく相撲に来た子供たちにも招待券を、希望を取ってお渡ししています。

子供たちでにぎわっていてよかったと思います。 

 

わんぱく相撲や鶏野神社奉納相撲に出場した子供だけでなく、その家族も大相撲黒部

場所に行けるように２枚ずつ招待券をお渡ししました。これは自由席でしたよね。 

 

はい。 

 

 

子供たちも会場に来て声援を送っておりました。もし、地元あるいは地元以外でも「ど

うしてあの子供たちいけたのか」と聞かれたら、そのような招待であったっていうこと

をお伝えください。図書館について確認ありませんか。館長、６日に「見上げてごらん
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こども支援課長 

 

 

 

教育長 

 

 

 

学校教育課長 

 

 

星空、夜空」は10月25日までとありますが、吉田科学館のプラネタリウムと連携やコラ

ボレーションがありますか。 

 

まず、本を特集し、企画展を開催することとしております。 

 

10月25日まで１か月ほど期間ありますので、吉田科学館との連携、何か事業をする必

要はありませんが、チラシを置く等あればいいかなと思います。それと、今、一番手に

入りにくい本と言われている「Thinking Baseball」の問い合わせは来ていますか。慶

應高校の監督、森林貴彦さんの野球指導者理論、コーチ理論で、慶応高校が優勝した途

端に書店からなくなって１万冊増刷すると聞いていますが、図書館にもあるか問い合わ

せが来ていますか。 

 

予約本の受付は宇奈月館でやっておりますので確認してみます。読まれたい本があれ

ばリクエストできますので問い合わせがきているかもしれません。 

 

あれだけテレビで「Thinking Baseball」と言われたらスポーツ少年団や部活の野球

指導者をはじめ市民の皆さんはどういう本か見たいと思われるかもしれません。学校給

食センターについて、インド給食は、報道にお知らせしますか。どちらかの学校に報道

機関が行かれますか。 

 

明峰中学校です。 

 

アーチェリー部があるからですね。こども支援課からの予定事業等での確認、よろし

いでしょうか。こども支援課長の方からこの児童クラブ大会、説明ありましたが、宇奈

月小学校は児童クラブに入っておりません。市内の小学校全部入ってるわけではなく、

宇奈月小学校は児童クラブには加入しておりませんので、大会そのものもないというこ

とになります。児童クラブでは、コロナ禍前の時には、冬場にかけてドッジボール大会

をやっておりました。これに宇奈月小学校が出ても良いのか以前、問題になったことあ

りました。これらについては、こども支援課長、どこかでまたそういった話も出てきま

すか。 

 

そうですね。宇奈月小学校もそうですが、今年は村椿小学校が、休会されており、今

年は活動しないということになっております。児童クラブの在り方について、今後は議

論していくことになるかと思います。 

 

今、休会と言われたので、委員の皆さん、休会ってあるのかなと思われたかもしれま

せんが、ＰＴＡの役員選出のときに、児童クラブ担当役員を決める学校もあります。お

そらく村椿小学校は児童クラブ担当役員も初めから置いてないということなのかなと

思います。 

 

例えば、夏休み期間にラジオ体操であるとか、そういったことは各地でやっておられ

ます。児童クラブの指導者のそういう集まりですので、ちょっとその辺も含めて、今後

の検討材料かなと思います。 

 

そのようなことがあるということで情報として、押さえといていただければと思いま

す。 

それでは「６ 連絡事項」について事務局からお願いします。 

 

¶ ９月定例教育委員会 

  【開催日】９月26日(火) 【時間】午後３時00分 

 【場所】203会議室 



 

 

 

 

 

教育長 

 

 

¶ 10月定例教育委員会 

  【開催日】10月26日(木) 【時間】午後１時30分 

 【場所】203会議室 

 

それでは、本日予定しておりました内容はすべて終了いたしました。最後に日程のこ

とも説明ありましたが、皆様には日程の調整の方、またよろしくお願いいたします。な

お、点検・評価について、またご意見やいろいろな確認事項等ありましたら、遠慮なく

事務局の方に連絡いただければと思います。よろしくお願いいたします。それではこれ

をもちまして本日の会議を閉じさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 

 上記、議事録の正確なることを証するために、次に署名する。 

 

 令和５年９月26日 

  署名人 黒部市教育委員会 教育長  中   義 文 


